第７０－２号様式（第５６関係）　

煙 火 消 費 の 中 止 基 準

「煙火の消費に際して、強風その他の天候上の原因により危険の発生するおそれのある場合には、煙火の消費を中止すること。」

（火薬類取締法施行規則第５６条の４第４項第２号）

１　次に掲げる場合は煙火の消費を中止する。

（１）　強風の場合

　　　①　風速１０ｍ以上の場合

　　　②　風速１０ｍ未満であっても、客席側に向かって風が吹き保安上支障がある場合

③　海上又は水上で消費する際、波浪が高く打揚筒が大きく傾斜して打揚方向が変わり危険となる場合

（２）　大雨等のため発射薬や導火線が吸湿（吸水）するおそれがある場合

（３）　火災警報が発令された場合で、かつ、保安上支障がある場合

２　煙火の消費の可否について判断をする際の注意事項

（１）　関係行政庁の職員の立会いがある場合

　　　　主催者、上記職員及び煙火業者の間で十分に協議を行い判断すること。

（２）　関係行政庁の職員の立会いがない場合

　　　　主催者は、煙火業者と十分に協議を行い判断すること。

　　　　なお、延期又は中止となった場合は、すみやかに関係行政庁へ連絡すること。

このたび煙火を消費するにあたり上記の事項を遵守します。

代表者役職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

